
施策の方向性 施策の方向性

【自然や都市機能などのスポーツ環境】
●自然が豊かで、四季を通して色々なスポーツが出来る
・河川敷など，活用できるスペースや身近な自然が市内中心部にある
・全国大会・全道スポーツ大会規模の常時開催
・サイクリングコースや歩くスキーコースがある
・市有スポーツ施設への指定管理者の導入が進んでいる
・コクゲキにｅスポーツの施設ができた
●eスポーツなど新しい取組に早い段階から力を入れている

・自然や都市環境などの優位性を更に活用した
スポーツ活動の推進

・競技環境の向上に向けた取組の推進

【競技スポーツ】
・金メダリストほかオリンピック出場者を数多く輩出している

【冬季スポーツ】
・半年に一回，市内で数千人規模の大会（バーサー・ハーフマラソン）がある
・スキーの練習環境が整っている
・豊富な歩くスキーコース
・バイスキー・シットスキーの市での購入
・大雪山等世界から注目されるパウダースノー
・都市型スノーリゾートの確立に向けた動き

・積雪寒冷地やパウダースノーなどの冬季ス
ポーツ環境を生かしたスポーツ活動の推進

【旭川の特長】
・各種の障害者スポーツ大会が開催されている
・旭川パラスポーツジュニアメンバーズの誕生 ・障がい者スポーツ，パラスポーツの更なる推進

【スポーツ人口，スポーツ実施率】
・年齢層によってスポーツ実施率にバラツキがある
・高齢者，障害者等のスポーツ実施率の具体的目標がない
・冬季スポーツ人口の減少

・スポーツ実施率の向上に向けて，世代毎や季
節毎などきめ細かなスポーツ施策の推進

・スポーツ施設の老朽化対策
・新たに建設するスポーツ施設の優先度検討
・より使いやすいスポーツ施設サービスの推進
・プロスポーツを地域で応援する取組の推進

【プロスポーツ】
・プロスポーツを行える施設が少ない
・プロスポーツを地域住民全体で応援する文化が広まっていない

【スポーツに関する情報提供】
・市内・近郊のスポーツに関する情報を集約・発信する総合的な情報機能が整備されていない ・スポーツに関する総合的な情報提供機能の検

討

【スポーツ大会・イベント】
●市民参加型のスポーツイベント開催が少ない
●バーサーロペット・ジャパン，旭川スキーマラソンの停滞

・大規模スポーツイベントの在り方の検討

【スポーツ施設】
・スポーツ施設の老朽化，財政負担の増加
・スポーツ施設の不足
・冬季に使用できる体育館が少ない
●スポーツ施設の指定管理者との連携不足

・スポーツ施設の老朽化対策
・新たに建設するスポーツ施設の優先度検討
・より使いやすいスポーツ施設サービスの推進

・競技環境の向上に向けた取組の推進

【東京オリパラの開催】
・東京オリパラの影響により，新たな競技への注目が高まっている
・世界で活躍する選手が増加している
・東京オリパラで，日本選手が多くのメダルを獲得

【スポーツ指導】
●生涯スポーツの指導者不足及び普及が不十分 ・スポーツ推進委員会の更なる活動促進に向け

た支援
・ナショナルトレーニングセンターについての調査
検討

【ナショナルトレーニングセンター】
●ナショナルトレーニングセンターの誘致

・総合型地域スポーツクラブの更なる活動促進
に向けた支援

・競技環境の向上に向けた取組の推進
【スポーツ指導】
●スポーツに係る指導者不足の懸念 Ｔ

・スポーツ実施率の向上に向けて，世代毎や季節
毎などきめ細かなスポーツ施策の推進

・スポーツ団体等による意見交換の機会の設置検
討

【デジタル化】
・観る機会，選択肢が増えた（CS，BS，DAZN等）
・SNSの普及
・ＧＩＧＡスクール構想

・デジタル技術を活用したスポーツ情報の提供

【総合型地域スポーツクラブ】
・市内にモデルとなる地域スポーツクラブがある

・多様性を尊重したスポーツ活動の推進

【総合型地域スポーツクラブ】
●新たに設立されていない（クラブマネージャーがいない）

・子どものスポーツ機会の充実 ・スポーツ少年団の更なる活動促進に向けた支援

【各スポーツ団体の活動】
●スポーツ少年団団員の減少
・少年団に関する情報の発信不足

【健康の維持増進】
・健康維持のためのスポーツの重要性が高まっている
・健康寿命の延伸
●パンデミックを経たことによる健康意識の高まり
●アウトドアースポーツ人気，ウオーキング人口の増加

・感染対策を最優先としたスポーツ活動・健康づ
くりの推進

【学校部活動】
●部活動への外部指導者不採用
●小中高の連携（少年団・部活動・クラブチーム）が薄いため，途中でスポーツをやめる児童生徒が多い

・デジタル技術を活用したスポーツ情報の提供

【学校部活動】
●教員の働き方改革
・部活動指導を学教教員以外で行える組織体制の構築
●部活動と総合型スポーツクラブとの連携による指導者の派遣

Ｏ

・eスポーツの推進
・社会環境の変化に合わせたスポーツ活動の推
進

【社会環境の変化】
・全般的に興味・関心が低い社会
・繋がりが希薄
・子どもの貧困
●学校部活動の停滞

【社会環境の変化】
・新型コロナの感染拡大
・少子高齢化
・子どもの貧困
・経済格差
・地域間格差
・情報格差
●気候変動による環境の変化（特に，ウィンタースポーツ）

・社会環境の変化に合わせたスポーツ活動の推
進

・デジタル技術を活用したスポーツ情報の提供

【スポーツガバナンス】
・ハラスメントや暴力・体罰

・感染対策を最優先としたスポーツ活動・健康づ
くりの推進

・スポーツ観光の推進

・社会環境の変化に合わせたスポーツ活動の推
進

・自然や都市環境などの優位性を更に活用したス
ポーツ活動の推進

【スポーツ推進委員会】
・様々な自主事業を開催するなどスポーツ推進委員の活動が活発化している

・スポーツ推進委員会の更なる活動促進に向け
た支援

【情報発信】
●スポーツ課の情報提供がある

・デジタル技術を活用したスポーツ情報の提供

【スポーツ大会・合宿誘致】
・日本代表レベル（レスリング女子日本チーム，全日本女子柔道，ウィルチェアーラグビー日本チーム等）
の合宿実績がある
・合宿誘致につながる人脈がある

【スポーツ関係団体等による連携】
・スポーツ関係団体の情報・意見交換の場が少ない
・競技団体との課題解決に向けた協議に時間を要する

・スポーツ団体等による意見交換の機会の設置
検討

・自然や都市環境などの優位性を更に活用したス
ポーツ活動の推進

【自然や都市機能などのスポーツ環境】
・夏が短く，冬の期間が長い
・公共交通機関が不便

【学校部活動】
●部活動への外部指導者不採用

・新たに建設するスポーツ施設の優先度検討
・より使いやすいスポーツ施設サービスの推進

【スポーツ施設】
●競技やイベント開催近辺に関連施設や休憩スペースが少ない

【学校部活動】
・地域学校協働活動の推進
・部活動指導を学教教員以外で行える組織体制の構築
●各クラブや市民団体（競技団体など）との連携

・ナショナルトレーニングセンターについての調査
検討

【ナショナルトレーニングセンター】
●ナショナルトレーニングセンターの誘致

【スポーツ指導】
●スポーツ指導が可能な人材の発掘と育成

・競技環境の向上に向けた取組の推進 ・スポーツ観光の推進

【スポーツ観光】
・訪日外国人観光客の増による体験型スポーツ需要の増加
・アフターコロナのスポーツ観光
・大雪山系から近いところで夏冬通じた登山客増
・教育旅行におけるスキー学習のニーズ

Ｔ

【社会環境の変化】
・全般的に興味・関心が低い社会
・繋がりが希薄

・社会環境の変化に合わせたスポーツ活動の推
進

・感染対策を最優先としたスポーツ活動・健康づく
りの推進

【社会環境の変化】
・新型コロナの感染拡大 Ｔ

・地域で支える学校部活動の在り方検討

・総合型地域スポーツクラブの更なる活動促進に
向けた支援

【自然や都市機能などのスポーツ環境】
・安定した気候・雪質がよい
・スポーツ関係の医療充実
・豊かな自然と都市機能が調和
・河川敷など，活用できるスペースや身近な自然が市内中心部にある
・旭川空港の高い就航率（99％）
・アウトドアスポーツ（トレッキング，山岳スキーなど）が体験できる大雪山国立公園が近くにある Ｓ

Ｏ
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Ｓ ・スポーツ合宿・大会の更なる誘致推進

子どものスポーツ機会の充実

Ｗ

・地域で支える学校部活動の在り方検討 スポーツ合宿・大会の誘致推進

Ｏ

スポーツ観光の推進

総合型地域スポーツクラブの活動促進
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Ｏ

スポーツ推進委員会の活動促進
【スポーツを巡る新たな動き】
●ウィズコロナでのスポーツ活動の普及・活性化
・多種多様なスポーツ，ニュースポーツの誕生
・多様性と共生社会の実現への意識醸成（東京オリ・パラ）
●スポーツの生活化　Sport in life
●子どもの運動機会創出プラン

Ｗ

地域で支える学校部活動の推進

【スポーツを巡る新たな動き】
・eスポーツの普及

スポーツ団体の連携強化

Ｔ

Ｔ

競技力の向上

【社会環境の変化】
・新型コロナの感染拡大
●家事や仕事で，スポーツを行う余裕がない人がいる（手軽に費用も手間もかけずできる運動ができると
良い）
●体育の授業で，運動，スポーツの楽しさが子どもに伝わっていない

プロスポーツの振興
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Ｗ

【スポーツイベント・教室】
・ニュｰスポーツに対してまだ認知度が低い
●アウトドア・ニュースポーツの利用者が少ない。イベントや教室の不足 ・感染対策を最優先としたスポーツ活動・健康づ

くりの推進 情報発信の強化

【各スポーツ団体の活動】
・全道・全国大会に出場しているチームがある
・少年団をはじめ，子どものスポーツ活動が盛ん
●スポーツ少年団が数多くある

Ｓ

大規模スポーツイベントの魅力向上 ・競技環境の向上に向けた取組の推進

【スポーツ指導】
・本市には数多くの競技でオリンピアン・パラリンピアンがいるが，競技力・指導力については特に引き継
がれているものはない
・指導者が不足している。また，指導者が高齢化している

Ｏ

共生の理念に基づくスポーツ活動の推進

冬季スポーツの推進Ｗ

●委員から新たに出された意見　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　旭川市のスポーツ推進施策について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　資料２

ＳＷＯＴ分析 取組の柱 ＳＷＯＴ分析
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Ｓ

自然や都市の優位性を活用したスポーツ活動の推進

Ｓ
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きめ細やかなスポーツ活動の推進

・プロスポーツの更なる振興
・ヴォレアス北海道と連携した取組の更なる発展

【プロスポーツ】
●色々なスポーツ競技やプロスポーツに取り組んでいるので、各関係団体と連携を取れている
・プロスポーツ（VOREAS）の拠点がある
●Voreas,北海道バレーボールクラブ、旭川市スポーツ協会、旭川市の協力協定

社会環境の変化に合わせたスポーツ活動の推進

スポーツ施設の整備推進・利便性向上

Ｗ


